
度重なる災害で
多くの人命・財産を喪失

施設数が多く
老朽化対策コストが膨大

地域経済の活性化 防災・減災、国土強靱化 メンテナンス

○ポストコロナの人流・物流を支える
道路ネットワークや交通拠点の整備
促進

○暫定２車線区間の早期４車線化

○３か年緊急対策後の継続的な予算
の確保

○流域治水の多面的な支援や
ダブルネットワーク等の確保

○老朽化対策予算を確実に確保
○老朽化対策に係る財政支援の拡充
○維持管理に活用可能な交付金制度
創設

予防保全型に移行できなければ、
トータルコスト増大や通行止めの危機

気候変動により激甚化する水害や
切迫する巨大地震等の自然災害に備えた

強靱化対策の更なる推進が必要

【要望】

令和２年11月 北海道・北海道議会

「北海道・新時代の創造」を支える社会資本整備
～｢新しい日常｣の構築とその先も見据えた予算の確保～

新型コロナウイルス感染症の拡大防止と経済の両立に向け、ウィズコロナ時代の
「新しい日常」構築に不可欠なインフラの整備・維持管理を着実に推進

災害による被害額は過去５年間で

約4,000億円

○インフラ整備・維持管理の担い手である建設業の生産性向上や新しい働き方への転換に資するi-Constructionなどデジタル化の推進

経済活動の需要喚起とともに、
新たな日常下での観光や物流、

公共交通を支えるインフラ強化が不可欠

新型コロナウイルス感染症拡大
により観光や経済に深刻な影響

概要版

健全性Ⅳ

57橋

(0.2%)

健全性Ⅲ

4,170橋

(16%)

健全性Ⅱ

11,829橋
(46%)

健全性Ⅰ

9,623橋
(37%)

675橋

(0.1%)
62,198橋

(9%)

319,672橋
(49%)

273,245橋
(42%)

1巡目点検結果（H26-H30)橋梁の１巡目点検結果
（H26-H30）

※外側：全国
内側：北海道

措置完了

571橋
(14%)

措置未了

3,656橋

(86%)

健全性Ⅲ･Ⅳの対策状況（令和元年度末時点)北海道内の健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況
（令和元年度末時点）

道路メンテナンス年報(令和2年9月)

※需要喚起や
密の回避

※グラフは地方公共団体を対象

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html


メンテナンス

※北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（H31.3改定）より

※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

●日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等
大規模自然災害の発生の恐れ

▼河川管理施設（樋門）

橋梁の老朽化（2018.4：通行止め）
道道熊牛御影線 十勝橋（清水町）

▼道路（橋梁）

氾濫区域

平成28年8月豪雨

■無加川（北見市）
～土地改良事業と連携～

■であえーる幸団地（釧路市）
～津波避難ビルの機能を持つ道営住宅～

▼砂防えん堤

■ペーパン川 （旭川市）
平成30年7月豪雨

更新費

7.5 兆円

予防保全型事後保全型

更新・改修費

3.7兆円

維持・修繕費
0.4兆円

維持・修繕費
0.4兆円

3.8兆円
コストダウン

更新・改修費

2.2兆円

維持・修繕費
0.4兆円

R1予算
ベース

40年間累計

コストダウンしても

1.5兆円不足

4
.1
兆
円

7
.9
兆
円

年間不足額
1.5兆円/40年

=約400億円/年
（※単純平均）

【北海道】

未着手区間の割合
約23％(423km)

総延長 1,825km

開通延長 1,183km

着手

km

約219

65％開通

【全 国】 （北海道を除く）

未着手区間の割合
約4％(431km)

総延長12,175km89％開通

開通延長 10,815km km

着手

約929

20２０年３月３１日時点の開通率 北海道建設部調べ

台風11号台風９号

台風７号

■今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率
及び平成28年８月北海道を襲った一連の台風

H28年８月台風の進路

防災・減災、国土強靱化
○令和３年度の北海道開発予算等公共事業予算の総額確保

○３か年緊急対策後の継続的な予算の確保と地方負担の軽減
（起債制度の延長、拡充：緊急自然災害防止対策事業債、緊急防災・減災事業債など）

○コロナ禍においても地域経済・雇用を下支えする公共事業を含む
補正予算の編成及びゼロ国債の確保

○道州制特区推進法における計画期間の延長

※全国地震動予測地図2018より

～広がれ！北海道高速道路ネットワーク～

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

２環状８放射

旭川・紋別自動車道 遠軽～上湧別
※計画段階評価中

日高自動車道 静内～三石
※計画段階評価中

北海道横断自動車道 女満別空港～網走
※計画段階評価を進めるための調査

令和2年事業許可区間
（暫定２車線区間の４車線化）
北海道横断自動車道
占冠IC～トマムIC L=約19.9km

令和2年10月事業許可
北海道横断自動車道 長流枝ＳＩＣ（仮称）

令和2年10月連結許可
北海道横断自動車道
釧路空港ＩＣ（仮称）

礼文空港

利尻空港

一般国道５号 創成川通
※都市計画変更手続中

札幌駅交通ターミナル
※検討会で検討中

民間委託7空港

台風10号

※令和３年度水管理・国土保全局関係予算概算要求概要p5

重点要望事項

地域経済の活性化

0％

20％

40％

60％

80％

●建設後50年を経過する施設の割合
20年後には多くの施設で50%を超える

トンネル 河川管理施設 砂防えん堤 護岸（建設海岸） 下水管渠 住宅道路橋

5,698橋 120箇所 5,312基 1,188基 377km 361km 193万m2
ダム

18基

17%

62%

9%

31%

5%

58%

0%

44%

17%

67%

23%

74%

0%

57%

4%

49%

■2019年(R元) ■2039年(R21)

●トータルコスト縮減額
注1）管理施設数はR2.3末時点
注2）河川管理施設は、堰、樋門樋管、水門、排水機場を示す

足寄～陸別間 Ｌ=約３１km
当面着工しないとされている区間


